
Ｉ

Ｋ

Ｇ

の 

 
旅

館

経

営

再

生

塾 

 
 

第

７

５

回 

自

己

査

定

の

債

務

者

区

分

を

ご

存

知

で

す

か

？ 

  
 

 

執

筆

担

当

者 

 
 
 

 

孫

田

 

猛 

 

金

融

機

関

は

貸

し

出

し

先

す

べ

て

に

お

い

て

、

自

己

評

価

（

資

産

査

定

）

を

す

る

こ

と

が

義

務

付

け

ら

れ

て

い

る

。

ま

た

、

そ

の

内

容

に

基

づ

い

て

、

適

切

な

償

却

や

引

き

当

て

を

行

い

、

表

面

的

な

財

務

諸

表

（

決

算

書

そ

の

も

の

）

を

実

態

に

合

わ

せ

て

調

整

し

、

正

確

（

現

実

的

）

な

財

務

諸

表

を

作

成

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

こ

れ

が

い

わ

ゆ

る

「

査

定

財

務

諸

表

」

と

呼

ば

れ

る

も

の

で

あ

る

。 

 

よ

く

耳

に

す

る

「

債

務

者

区

分

」

と

は

言

っ

て

み

れ

ば

金

融

機

関

が

独

自

に

行

な

う

債

務

者

の

ラ

ン

ク

付

け

の

こ

と

で

あ

る

。 

 

こ

の

ラ

ン

ク

は

、

成

績

の

い

い

順

に

「

正

常

先

」

「

要

注

意

先

」
「
「

要

管

理

先

」
「

破

綻

懸

念

先

」
「

実

質

破

綻

先

」
「

破

綻

先

」
の

５

つ

に

分

類

さ

れ

る

。 

 

分

類

方

法

は

経

営

者

の

資

質

や

営

業

力

等

、

定

性

的

要

因

も

加

味

さ

れ

る

が

、

基

本

的

な

も

の

は

、

定

量

的

要

因

で

測

ら

れ

る

。

各

ボ

ー

ダ

ー

ラ

イ

ン

の

数

値

は

金

融

機

関

に

よ

っ

て

異

な

る

が

、

そ

の

尺

度

は

次

の

よ

う

な

も

の

が

あ

る

。

ま

ず

延

滞

が

あ

る

か

な

い

か

。

キ

ャ

ッ

シ

ュ

フ

ロ

ー

（

償

却

引

当

前

利

益

）

が

プ

ラ

ス

か

マ

イ

ナ

ス

か

。

有

利

子

負

債

合

計

を

キ

ャ

ッ

シ

ュ

フ

ロ

ー

で

割

っ

た

返

済

可

能

期

間

（

基

準

期

間

は

一

般

に

１

０

年

、

旅

館

は

３

０

年

と

予

想

さ

れ

る

）

は

基

準

以

内

か

基

準

超

か

。

実

態

債

務

超

過

額

を

、

キ

ャ

ッ

シ

ュ

フ

ロ

ー

か

ら

減

価

償

却

実

施

額

を

差

し

引

い

た

金

額

で

割

っ

た

実

態

債

務

超

過

解

消

期

間

（

一

般

に

は

３

年

、

旅

館

業

は

５

年

と

予

想

さ

れ

る

）

は

非

債

務

超

過

か

基

準

以

内

か

基

準

超

か

。

ま

た

、

借

入

金

を

、

現

預

金

と

有

価

証

券

と

有

形

固

定

資

産

を

加

え

た

も

の

で

割

っ

た

資

金

調

達

余

力

が

１

０

０

％

以

上

か

未

満

か

。 

 

文

章

に

す

る

と

非

常

に

や

や

こ

し

く

な

る

が

、

要

は

こ

れ

ら

の

マ

ト

リ

ッ

ク

ス

の

結

果

、

ど

の

ラ

ン

ク

に

は

い

る

か

が

大

方

決

ま

っ

て

く

る

の

で

あ

る

。 

 

さ

て

こ

こ

か

ら

が

肝

心

で

あ

る

。

金

融

機

関

が

債

務

者

に

対

し

、

積

極

的

な

支

援

を

し

よ

う

と

す

る

の

は

、

一

般

的

に

要

管

理

先

以

上

の

区

分

に

あ

る

と

こ

ろ

で

あ

り

、

破

綻

懸

念

先

以

下

の

所

に

対

し

て

は

、

債

権

回

収

や

売

却

の

方

向

へ

向

い

て

い

る

と

い

え

る

。

し

た

が

っ

て

、

い

わ

ゆ

る

再

生

の

ス

キ

ー

ム

が

適

用

さ

れ

る

案

件

も

、

破

綻

懸

念

先

以

下

の

企

業

が

対

象

と

な

る

。 

 

自

社

の

債

務

者

区

分

が

ど

こ

か

は

金

融

機

関

が

教

え

て

く

れ

る

場

合

も

あ

る

し

、

前

述

の

内

容

を

フ

ロ

ー

チ

ャ

ー

ト

で

導

き

出

す

こ

と

で

大

方

の

め

ぼ

し

が

つ

い

て

く

る

。 

 

自

社

の

立

場

を

理

解

し

、

金

融

機

関

の

自

社

へ

の

ス

タ

ン

ス

を

把

握

す

る

こ

と

は

、

今

後

の

財

務

戦

略

を

検

討

し

て

い

く

上

で

大

前

提

と

な

る

要

件

で

あ

る

。 


